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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＴＥＰ蛋白質のＫＩＭドメインおよびＫＩＳドメインからなる分離されたペプチドに
おいて、前記ＫＩＭドメインおよびＫＩＳドメインにおける少なくとも一つのリン酸化部
位を、この部位におけるリン酸化を防止するように修飾したことを特徴とする分離された
ペプチド。
【請求項２】
　前記ＫＩＭドメインのセリン残基を構成活性のペプチドに突然変異させた請求項１に記
載の分離されたペプチド。
【請求項３】
　前記セリン残基をアラニン残基で置換した請求項２に記載の分離されたペプチド。
【請求項４】
　内因性ＳＴＥＰ蛋白質よりも安定なペプチドに前記ＫＩＳドメインのスレオニン残基を
突然変異させた請求項１に記載の分離されたペプチド。
【請求項５】
　内因性ＳＴＥＰ蛋白質よりも安定なペプチドに前記ＫＩＳドメインのセリン残基を突然
変異させた請求項１に記載の分離されたペプチド。
【請求項６】
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　前記ＫＩＳドメインのスレオニン残基およびセリン残基を突然変異させた請求項１に記
載の分離されたペプチド。
【請求項７】
　前記ＫＩＭドメインのセリン残基を突然変異させた請求項４に記載の分離されたペプチ
ド。
【請求項８】
　さらに、前記ペプチドを細胞透過性にするように構成された領域を有する請求項１に記
載の分離されたペプチド。
【請求項９】
　前記ペプチドを細胞透過性にするように構成された前記領域がＴＡＴドメインである請
求項８に記載の分離されたペプチド。
【請求項１０】
　さらに、観察可能なマーカーとして作用するよう構成された領域を有する請求項１に記
載の分離されたペプチド。
【請求項１１】
　観察可能なマーカーとして作用するよう構成された領域がｍｙｃ領域である請求項１０
に記載の分離されたペプチド。
【請求項１２】
　ＳＥＱ　ＩＤ．Ｎｏ．４，８，１０または１１からなる群れから選択される請求項１に
記載の分離されたペプチド。
【請求項１３】
　過剰なグルタメートの作用から発症する脳損傷の作用を治療または緩和するために使用
され、静脈注射により患者に送り込まれる請求項１～１２のいずれか１項に記載の分離さ
れたペプチド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】配列表
【補正方法】変更
【補正の内容】
【配列表】
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